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後の発話を Bとすると、 A.Bの関係は意味論的にくcauseand result>であると言える(1)。







(5) 話者 1: A 
話者 I:だから B 
話者1: C 
ここで注目しておきたいのは、この A.Bの発話が同一の話し手によるものではないと
















































現象について考察してみる。 negativefaceを脅かす場合の基準として Brownand Levinsonが
negative politenessストラテジーと呼んでいる四つの方法一間接的な表現、疑問や言い訳、
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